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01 泉佐野市のご紹介

・大阪府 泉佐野市

・人口：約10万人

・個人版ふるさと納税

3年連続日本一（2017・2018・2019）

2021年度100億円突破で

昨年累計1,000億円を達成

関西空港の
一部とその対岸。
コチラです！
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02 子どもの未来応援プロジェクト実施の背景

これまで「個人版ふるさと納税制度」を活用した被災地支援
（ウクライナ等）を実施

突発的な被災地支援だけではなく「恒常的な社会貢献活動」の
仕組みが作れないか？

日本は先進国でありながら実は７人に１人が相対的貧困である
「子ども達の貧困問題」に着目。「企業版ふるさと納税制度」を

活用した恒常的な社会貢献の仕組みが出来ないか？

そこで発案したのがこのプロジェクト。
本取組みを令和４年４月にスタートさせました。

👉いただいた寄附金は本市には1円も残さない純粋な社会貢献活動です。
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②生産者支援

・泉佐野産食材買上げ

・泉佐野産普及促進事業
特産品相互取扱協定締結先
自治体から仕入れ

③全国のこども食堂へ
食材を提供し支援①企業版ふるさと納税寄附

スキーム図

03 子どもの未来応援プロジェクトの概要①

泉佐野市が企業版ふるさと納税の寄附金を活用し、
泉佐野産の食材を買い上げ

「全国のこども食堂」に配布・支援する事業
※本市の地域再生計画に連動した「泉佐野産普及促進事業」に基づいています。



4月14日（木）讀賣新聞4月15日（金）朝日新聞

本事業スタート時に市からプレスリリースを出した際、複数の新聞に記事掲載≒話題性の高い取り組み

本事業の開始時、新聞各紙で
ご紹介いただきました
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５月11日（水）産経新聞4月15日（金）毎日新聞

03 子どもの未来応援プロジェクトの概要②



社会貢献活動として高いPR効果が期待できる
7月23日（土）日経新聞 2年でこども食堂数は6割増。
こども食堂は貧困対策の拠点から地域の拠点に

８月１3日（土）
こども食堂物価高直撃

泉佐野市としては社会貢献活動の一環として「子どもの貧困問題」に着目し22年4月に話題
性の高い「こども食堂」への支援の取り組みを開始しました。この「こども食堂」は
話題性も高く企業様が取り組む社会貢献活動のテーマとしても高いＰＲ効果が期待されます。
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03 子どもの未来応援プロジェクトの概要③



０１．

04 プロジェクトのポイント①

※１ NPO法人全国こども食堂支援センター実施の2021年全国箇所数調査結果より出典 https://musubie.org/news/4524/
※２ 恐れ入ります。支援先地域のご指定は50万円以上のご寄附の場合とさせていただきます。

１つの自治体への寄附で
「全国の社会課題」に対応

Point

現状の企業版ふるさと納税

泉佐野（1つの自治体）へのご寄附＝泉佐野（１つの自治体）だけの支援に限定されてしまう

今回ご提案する企業版ふるさと納税

０２．

０３．

こども食堂は全国に約7,000箇所※１

今回、支援先を泉佐野市内の子ども食堂に限定していない

泉佐野市への寄附ですが、本市は経由するのみ。企業様が応援したい地域
（本社所在地・創業者出身地等）への支援が可能になりました※２
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①本社所在地への寄附は制度対象外である点
②応援したい自治体に企業様が求める寄附募集事業がない場合
③「何故その自治体へ寄附をするのか？」という社内での選定理由付けが困難
☞折角、寄附のご意向をお持ちでも支援したい自治体を応援出来ないことがある

「子ども貧困問題」は
★誰もが共感しやすい日本の社会の共通課題である
★かつ、支援先を選べる➝上記①～③の全ての課題がクリアに。
★さらには煩雑なお手続きは全て本市サイドで行う為、ご支援をいただく企業様のお手間を省き
ご意思のある企業様が社会貢献活動に参加し易い仕組みとなっています。

04 プロジェクトのポイント②

ご意思のある企業様が
社会貢献活動に参加しやすい

Point

現状の企業版ふるさと納税

今回ご提案する企業版ふるさと納税

9



10

04 プロジェクトのポイント③

正に物価高の今
求められる支援が実現！！

Point

どこのこども食堂も、運営経費面で非常にご苦労をされております。
とても有難いと、多くのお手紙やお葉書、感謝のメールを頂戴しました。

2022年度、約2,000万円ものご寄附を頂き、
延べ約250箇所のこども食堂へ食材をお届けしました。市ホームページより

埼玉県越谷市
かなう食堂

愛知県あま市
ふくろうの家えんくす

大阪府堺市
ちぐさ子ども食堂

宮城県石巻市
こども食堂あいさん家

岐阜県多治見市
こどもにじいろ食堂

東京都葛飾区
みとちゃん食堂

広島県東広島市
SATO☆くろせ

埼玉県ふじみの市
にこまる

愛媛県喜多郡内子町
うちっこキッチン

神奈川県横浜市
みやまえ食堂

千葉県船橋市夏見の
おうちこども食堂

福井県南越前町
さくら子ども食堂

大阪府堺市
くすのき子ども食堂

千葉県木更津市
畑沢こども食堂

静岡県浜松市
こども食MAGOKORO



【“3方良し”の社会貢献スキーム】
【寄附企業様のメリット】社会貢献企業としての認知度向上、企業版活用で実質コスト減
【こども食堂のメリット】コストを抑えた運営（物価高対策）こどもの居場所造りへの支援
【泉佐野市側のメリット】恒常的な社会貢献活動、生産者支援、地場産品普及

寄附企業
様

※社会貢献活動

全国の
こども
食堂

物価高の環境下
運営コストを
抑えたい

開催頻度増加

泉佐野市
※恒常的な
社会貢献が
したい

・地域のこども食堂運営事業者
やこども達からの感謝

・社会貢献推進企業としての
更なる認知

・企業版ふるさと納税制度活用
コストを抑えた社会貢献活動

・ご希望のエリアへのご支援

・子どもの貧困問題解決に貢献
・地場産品の普及促進・生産者支援に繋がる。

04 プロジェクトのポイント④
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01

02

03
04

05 本市が企業様のお役に立てること

社会貢献企業として社名をPRされたい企業様

05

企業版制度を活用し実質負担額を抑えたい企業様
例）控除額により実質10万円のご負担で100万円分の支援が実現！

支援に係る手間を極力省きたい企業様
食材仕入れ、配送、清算等、煩雑なお手続きは全て本市サイドで

「こどもの貧困問題」「こどもの居場所づくり」に貢献し
若い世代にアプローチ・PRしたい企業様

特定地域を選んで支援をしたい企業様
例）本社所在地、創業者ご出身地、ゆかりの地
例）全国に拠点網があり拠点所在地を選んで寄附をしたいが個々の自治体への
個別の寄附は大変。それぞれの自治体に同じ寄附募集事業もない。
➝この仕組みでワンストップで解決！
※市町村単位のご指定の場合は、こども食堂の有無や受入れ可否を事前にご確認させていただきますのでお気軽にお問合せ下さい。
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【お問合せは・・・】
泉佐野市 成長戦略室 ふるさと創生課

担当：石田/木村
TEL：072-463-1212（代表）
E-mail：t.ishida@city-izumisano.com 

詳細はコチラ☞
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